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	外国人の収容および仮放免に関する質問主意書
	一　平成8年度から平成12年度までの各年度において、収容令書でなく、退去強制令書に基づいて入国者収容所に収容された被収容者（以下、「被収容者」という）の人数を明らかにされたい。回答については、各年度ごとに、入国者収容所別に示されたい。
	二　上記一の被収容者のうち、以下の者の人数を明らかにされたい。回答については、各年度ごとに、入国者収容所別に示されたい。
	（一）　退去強制令書の送還部分について裁判所による執行停止を受けた者（以下、「執行停止を受けた者」との表記は、断り書きがない限り、退去強制令書の送還部分について裁判所による執行停止を受けた者のことを指す。）
	（二）　一のうち、退去強制令書の収容部分についても裁判所による執行停止を受けた者
	三　上記一の被収容者のうち、退去強制令書の送還部分について裁判所による執行停止を受けた者について、執行停止が行われた理由別に分類した上、項目ごとの人数を示されたい。回答については、5年間の総計を示されたい。
	四　平成8年度から平成12年度までの5年間において、執行停止を受けた者のうち、難民認定申請を行ったことのある者の人数を明らかにされたい。回答については、5年間の総計を示されたい。
	五　平成8年度から平成12年度までの5年間において、執行停止を受けた者のうち、仮放免を許可された者（以下、「仮放免を許可された者」という）の人数を明らかにされたい。回答については、5年間の総計を示されたい。
	六　平成8年度から平成12年度までの5年間において、退去強制令書に基づいて入国者収容所に収容された被収容者のうち、以下の者の人数を明らかにされたい。回答については、5年間の総計を示されたい。
	（一）　仮放免を許可された者
	（二）　（一）のうち、退去強制令書の送還部分の執行停止を受けていた者
	（三）　（二）のうち、難民認定申請を行ったことのある者
	七　平成8年度から平成12年度までの5年間において、仮放免を許可された者について、退去強制令書の執行による収容（入国管理局収容場における収容を含む）の開始から、仮放免の許可を受けるまでに収容が継続した期間の平均期間を明らかにされたい。また、最長・最短の期間を明らかにされたい。
	八　平成8年度から平成12年度までの五年間において、仮放免を許可された者について、退去強制令書の執行による収容（入国管理局収容場における収容を含む）の開始から、仮放免の許可を受けるまでに収容が継続した期間が6ヶ月未満だった者の人数、6ヶ月以上1年未満だった者の人数、1年以上1年6ヶ月未満だった者の人数、1年6ヶ月以上だった者の人数を明らかにされたい。
	九　平成8年度から平成12年度までの5年間において、退去強制令書の執行停止を受けた者のうち仮放免を許可された者以外の者について、退去強制令書の執行による収容の開始から、収容が終わるまでの期間（現在収容中の場合は、回答日までの期間）の平均期間を明らかにされたい。また、最長・最短の期間を明らかにされたい。
	十　平成8年度から平成12年度までの5年間において、退去強制令書の執行停止を受けた者のうち仮放免を許可された者以外の者について、期間が6ヶ月未満の者の人数、6ヶ月以上1年未満の者の人数、1年以上1年6ヶ月未満の者の人数、1年6ヶ月以上の者の人数を明らかにされたい。
	十一　収容期間が長期化した場合について内閣総理大臣は、平成13年8月7日に衆議院議長に対して送付された答弁第111号「出入国管理及び難民認定法における退去強制手続に関する質問に対する答弁書」において、場合に応じて仮放免の弾力的適用により対処する旨述べているが、仮放免をするべき理由や仮放免の可否に関する判断基準、収容期間の上限などが定められておらず、また、収容期間の平均や最長・最短期間、仮放免に要する保証金の金額の平均などの情報も開示されていないため、入管法に基づく収容の実態は著しく不透明なものとな...


